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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 14,021 31.6 270 ─ 257 ─ 110 ─

22年３月期第１四半期 10,654 △35.4 △134 ─ △151 ─ △110 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 16.45 ─ ─

22年３月期第１四半期 △16.51 ─ ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 31,096 16,119 51.8 2,407 35

22年３月期 33,078 16,104 48.7 2,405 18

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 16,119百万円 22年３月期 16,104百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ ─ 12 00 ─ ─ 12 00 24 00

23年３月期 ─ ─

23年３月期(予想) 13 00 ─ ─ 13 00 26 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 28,000 9.4 520 365.5 500 561.6 280 1,363.8 41 82

通期 60,000 2.5 1,060 22.3 1,000 22.5 600 1.3 89 61

miyamoto01
新規スタンプ



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー報告書を受領しております。

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─社 (      ─     )、除外  ─社 (     ─      )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 6,908,000株 22年３月期 6,908,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 212,174株 22年３月期 212,145株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 6,695,836株 22年３月期１Ｑ 6,695,922株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国を牽引役とする世界経済の改善や政府の

緊急経済対策の効果等を背景に、改善の動きが見られるものの、欧州諸国の財政危機や円高の進行な

どの下振れリスクを抱え、緩やかな回復基調で推移してまいりました。  

 このような環境のもと、当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業では、自動車生産台数

が増加傾向で推移した他、設備投資においても一部に改善の動きが見られるなど、明るいきざしが出

てまいりました。  

 当社グループにおきましても、総力をあげ売上高の伸張に努めると共に、コスト削減を推進し、利

益の確保に努めてまいりました。  

 この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は140億21百万円（前年同四半期比31.6％増）、営

業利益は２億70百万円（前年同四半期△１億34百万円）、経常利益は２億57百万円（前年同四半期△

１億51百万円）、四半期純利益は１億10百万円（前年同四半期△１億10百万円）となりました。  

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次の通りです。  

  

デバイスビジネスユニット事業におきましては、自動車関連企業向けを主力に、マイクロコンピュ

ータ、システムＬＳＩ、コンデンサ、リレー、コネクタ、スイッチ等の販売ビジネス、システムＬＳ

Ｉ設計、ソフトウェア開発等の技術サポートビジネスを展開しております。   

 当第１四半期連結会計期間におきましては、自動車の生産台数回復に伴い車載用ＭＰＵ（マイクロ

プロセッサー）を中心に集積回路・半導体・一般電子部品のすべてにおいて需要が伸張したほか、民

生向けやＯＡ用途向けに新規需要を取り込んだことにより、デバイスビジネスユニット事業の連結売

上高は119億87百万円、営業利益は５億４百万円となりました。 
  

ソリューションビジネスユニット事業におきましては、お客様に対し、自社製品を含めたＩＴ機器

の提供やアプリケーション開発を始めとする課題解決型ソリューション提供ビジネス、計測分野やＩ

Ｔプラットフォーム基盤構築分野におけるソリューション提供ビジネス、電子・情報プロダクツの開

発・製造ビジネスを展開しております。  

 当第１四半期連結会計期間におきましては、企業の設備投資・情報化投資需要の改善の動きに合わ

せ、ＦＡ・計測分野やＩＴプラットフォーム基盤構築分野での積極的なソリューション提案営業を展

開したことにより、ソリューションビジネスユニット事業の連結売上高は20億34百万円、営業損失は

31百万円となりました。なお、ソリューションビジネスユニット事業の売上高は、定常的な季節要因

として、第２四半期および第４四半期に偏ることから、第２四半期以降、営業収益は改善される見通

しであります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(デバイスビジネスユニット事業)

(ソリューションビジネスユニット事業)
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資産合計は、前連結会計年度末に比べて19億81百万円減少し310億96百万円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて18億93百万円減少し256億69百万円となりました。これは

主に、商品及び製品が11億87百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が22億54百万円および現金

及び預金が８億52百万円減少したことによるものであります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて88百万円減少し54億27百万円となりました。 

  

負債合計は、前連結会計年度末に比べて19億96百万円減少し149億77百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて19億20百万円減少し107億49百万円となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金が16億68百万円減少したことによるものであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて75百万円減少し42億27百万円となりました。これは主に、

長期借入金が75百万円減少したことによるものであります。 
  

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて14百万円増加し161億19百万円となりました。これは主

に、その他有価証券評価差額金が20百万円減少しましたが、利益剰余金が29百万円および為替換算調

整勘定が５百万円増加したことによるものであります。 
  

当第１四半期連結会計期間において、利益面では当初計画を上回る水準で推移したことから、業績

予想の見直しを行い、平成22年５月14日に発表した第２四半期連結累計期間の業績予想を修正いたし

ました。 

 詳細については、本日別途公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 なお、平成23年３月期通期の業績予想につきましては、第３四半期以降の経済環境、特に当社と関

わりの深い自動車市場の先行きが不透明な状況であることから、前回予想を据え置いております。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(資産)

(負債)

(純資産)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の
実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっております。  

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法によっております。  

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 
当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日)を適用しております。 
 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①棚卸資産の評価方法

②固定資産の減価償却費の算定方法

③法人税等の算定方法 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,993 4,846

受取手形及び売掛金 16,013 18,267

商品及び製品 4,945 3,757

仕掛品 368 247

原材料及び貯蔵品 137 144

その他 210 301

貸倒引当金 △0 △3

流動資産合計 25,669 27,562

固定資産

有形固定資産 2,573 2,583

無形固定資産 840 892

投資その他の資産

その他 2,024 2,050

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 2,013 2,039

固定資産合計 5,427 5,516

資産合計 31,096 33,078

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,741 9,409

短期借入金 2,100 2,100

1年内返済予定の長期借入金 325 350

未払法人税等 44 81

受注損失引当金 1 1

その他 537 728

流動負債合計 10,749 12,670

固定負債

長期借入金 3,450 3,525

退職給付引当金 453 463

役員退職慰労引当金 280 274

その他 44 40

固定負債合計 4,227 4,302

負債合計 14,977 16,973
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,439 2,439

資本剰余金 2,884 2,884

利益剰余金 11,019 10,990

自己株式 △209 △209

株主資本合計 16,134 16,104

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 58 78

繰延ヘッジ損益 1 1

為替換算調整勘定 △74 △79

評価・換算差額等合計 △14 0

純資産合計 16,119 16,104

負債純資産合計 31,096 33,078
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 10,654 14,021

売上原価 9,726 12,713

売上総利益 928 1,308

販売費及び一般管理費

役員退職慰労引当金繰入額 6 5

給料及び手当 492 523

退職給付引当金繰入額 39 28

貸倒引当金繰入額 3 －

その他 520 479

販売費及び一般管理費合計 1,062 1,037

営業利益又は営業損失（△） △134 270

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 4 5

雑収入 － 4

その他 3 3

営業外収益合計 10 14

営業外費用

支払利息 21 17

為替差損 － 8

その他 6 2

営業外費用合計 27 28

経常利益又は経常損失（△） △151 257

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失

固定資産処分損 0 0

投資有価証券評価損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2

特別損失合計 0 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△152 257

法人税、住民税及び事業税 2 34

法人税等調整額 △44 112

法人税等合計 △41 146

少数株主損益調整前四半期純利益 － 110

四半期純利益又は四半期純損失（△） △110 110
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△152 257

減価償却費 60 76

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10 △10

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10 5

受取利息及び受取配当金 △6 △6

支払利息 21 17

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2

売上債権の増減額（△は増加） 271 2,254

たな卸資産の増減額（△は増加） 198 △1,302

仕入債務の増減額（△は減少） 990 △1,668

その他 △175 △282

小計 1,212 △659

利息及び配当金の受取額 5 7

利息の支払額 △16 △15

法人税等の支払額 △6 △59

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,196 △727

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100 －

有形固定資産の取得による支出 △14 △7

無形固定資産の取得による支出 △4 △5

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

その他 △0 52

投資活動によるキャッシュ・フロー △121 38

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △240 －

長期借入金の返済による支出 △75 △100

配当金の支払額 △120 △63

その他 △1 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △437 △166

現金及び現金同等物に係る換算差額 34 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 671 △852

現金及び現金同等物の期首残高 5,253 4,776

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,924 3,923
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当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

 (追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

 １  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。  

 当社グループは、電子部品・電子機器などの売買を主な事業とし、製品・サービス別の開発・生産・販

売体制（ビジネスユニット）のもと事業活動を展開しており、「デバイスビジネスユニット事業」および

「ソリューションビジネスユニット事業」の２つを報告セグメントとしております。  

 「デバイスビジネスユニット事業」は、主に車載用電子デバイス等を販売しております。「ソリューシ

ョンビジネスユニット事業」は、主にＦＡ・ＯＡ機器に代表される電子機器の販売を核にしたソリューシ

ョンビジネスに加え、自社で開発・製造した電子機器も併せたソリューションビジネス事業を行っており

ます。 

  

 ２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△202は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２デバイスビジネ
スユニット事業

ソリューション
ビジネスユニッ

ト事業
計

売上高

  外部顧客への売上高 11,987 2,034 14,021 ─ 14,021

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

12 ─ 12 △12 ─

計 12,000 2,034 14,034 △12 14,021

セグメント利益又は損失(△) 504 △31 473 △202 270

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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